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目的　越後縮の絣模様はどのような特徴をもっているのだろうか。越後縮生産の最盛期

は、江戸中期の安永から天明期ころといわれているが、越後絣の最盛期は、古記録からみ

てもそれより後の時期となる。越後に遺されている縮裂を貼った見本帳のうち、現存の最

も古い安永期のものは大半は格子柄や縞柄であり、つづく天明期の見本帳も琉球絣に近似

した特殊なものである。ここでは、その時代以降の多くの越後縮見本帳などから、年代の

明記されている資料を中心に、越後絣の特徴を、絣模様のための技法の面から考察する。

方法　資料としては、文化年間年から明治初年にいたる年代の分かる越後縮布見本帳、

並びに越後縮奉納幡や奉掛け、また御所廻りの越後縮などを用いた。

結果　江戸後期から明治初期までの越後縮の絣模様の墨付けのために用いた用具は、今

日まで伝え遺されている絣定規、すなわち木羽定規・棒定規・溝定規であり、絣模様は、

その三種の定規の組み合わせによってつくられている。木羽定規は具象模様を主体とする

緯総絣であり、棒定規は単純な模様の経緯の小絣、溝定規は一つの経絣を移動させてパタ

― ンをつくる幾何模様である。時代によっての使用定規の頻度の高さや模様の特徴は、そ

れぞれの年代の見本帳からほぽ推測できる。しかし越後の絣の特徴は、木羽定規と溝定規

の組み合わせによる模様であろう、奉納幡や御所廻り縮などの精緻な仕事ぶりのなかにそ
れはみられる。

D 42
身に チにみ3 紆夕楳
え県% 米沢^μ 友 後来牧人

m 的　 東北 地方/s j･ Ｊ 少に チ戎 肱の回･μ,     IS･ろ‘り補修t 婁図的 又琢 り

ぇ1 ，和に チ 文禄 り棺 頻/札 叙何X,    自沁曲孝 文，叉字文 なと･･挽飾$  吊の目的･ 利島C" て穐

ぞ1" あ3  ヵ≒ 卿v  a. エ ーf  な,ffタこか≪ ̂う-/t   3 . 刺 いｔ χ 徊'M^い刺 し い フヽ息 抑 抑 碕 かう

命 衣 今礁 すレ 細 かに縫 い摩仁t  並べr  卿ﾅ は埓 凪 ぺみぇ?  ･り 玄当路Z" 而?  ．I  d' Iに こり

及収集し恢滝 集，升路 ，甲iりn,　 わ 技術 以上に婁m 的に誘火力･啼] されてぃ-k そa  力'･ダ<

みら札丸 べ ≒　や呵な^ 奮 倆で紆叉が剌s  やお柚 漣 衆を戈^ 頼 告すＬ

お 気　埓丈ヤト 乎の収朱物Iリ

軽愚， 阿りそ生μ・ いT  は群 やかr" 呑い昿　 岡キドIt. 豪肛 タタクす頃 ずレA"  孚゛すあか

'I ir り　 中邑，韓圖i  ilてx? てき耘とI' わ･/( てヽ･－札　 そ^「 ヵ･す ソ」o, 書味 ち 桔？

，坪あ 転 縛5    t -り 親術悸 匹 痢靫=io>机　？圖・ 和象 ノタ’火アｙ ヤ1 双釆>,  聊丿太

序の ずメ-  だり丿 幽r't 鳶といφﾀて  ̂￥弓 など が`あ-  ̂。 こり噂 に卵丿弗昂・ 斟秘文It　岬

え・ 夕5い  ̂i 北では″^j  μ かヵわ列會標 と^'), 標亀鳥lflすに と･でぶって本準
^  J絢 恥 元 心fi  気仔:^未･ 奢び･ｔ　･^? 被－ぎ･し こい べこ̂ｉ人周守僕玄浹とμμ･

ワも　1-壇り衣袱丿考司竹/毒に れ?  こと片^  つ八と推孝すＬ 収わﾝ たを薦/ぺ/札 隊邸
奏世欠片ｻ 久を堆みせr 文携を棉戈レ紅七り にヽぬとな3  生え リ 福寿長生ﾀﾆ､t堵i  r 研良
す恥し たそら 印φ'い切れ'd *
リバ 可帆｛ 対 丈 ゛執弟ら 椚 ゜ヽ .^  象瀕非 をA

服と冽しoi 画 クォ ’乃 鳥? 乱示I  T い?  こと かみろ衣 札

200


